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メコンデルタの農村では かつての稲作労働に代わって 伝統的農村手工業および農産加工が過剰労
働力を吸収している その吸収力は稲単作の 倍に相当する 伝統的農村手工業や農産加工は ライスペ
パ やビ フンなどの食品加工と 海老取りカゴやゴザ 金属加工などの伝統工芸品加工に分別できる 原
材料の調達先からみると 食品加工は資源内給型であり 伝統工芸品加工は資源外給型といえる また 伝
統的農村手工業および農産加工の需要は 洪水や仏教行事に規定される季節性を有している 本研究の調査
地ベトナムカント 省 区 社 町 では 近年行政主導型で農産加工の組織化が進められ
ている 海老取りカゴ製造農家を組織化した事例から 組織化の有利性と問題点を分析した
伝統的農村手工業 農産加工 生産組織化 農村過剰労働力の吸収
を除き 作業の機械化や近代技術の導入によって労働吸収
力が低下しており 稲作はもはやかつてのように潜在的失
アジアにおける稲作を基盤とした農村社会では 辻雅男 業者を吸収し続ける場ではなくなりつつある すなわち
の アジア稲作共同体の展開理論 に指摘されるような潜 他の近隣アジア諸国同様 潜在的失業者が顕在化し都市に
在的失業者の滞留と過剰労働力という問題を一様に抱えて 労働力が流出し インフォ マルセクタ への滞留やスラ
いる 辻は 稲作農業の特質を次のように捉えている 第 ム化などの問題を引き起こす可能性は高いといえる
に 稲作栽培には耕耘 代掻 田植 除草 収穫 脱穀 しかし 辻が指摘するように ベトナムでは未だ潜在的
水管理など多くの集約的管理作業があり そのために多く 失業者が顕在化していない その理由の一つとして ベト
の農業労働力が必要になること 第 に 東南アジアでは ナム農村に立地する銅細工 竹細工 薬草加工 木工加工
稲作の 期作 期作が可能であり それだけ農業労働力 陶器加工などの伝統的農村手工業の存在が 農村で抱え込
が吸収できること 第 に 稲作栽培の方法は古くから受 みきれなくなった潜在的失業者を一気に都市部に流出する
け継がれてきている慣習的技術であるため農民はその技術 のをとどめていることを 辻は北ベトナム 特にハノイ周
を習得しており 農業労働力として雇用し易いこと 第 辺の調査研究から指摘している しかしながら 提示さ
に 同地域ではまだそれほど農業機械化が進んでいないた れた理論を具体化するような 伝統的農村手工業と潜在的
め ほとんどの作業は手労働に頼らざるを得ないこと 等 失業者の吸収過程について言及されていない
を挙げている つまり 稲作の単収水準の高さを与件とし ベトナムには天然資源 銅 鉄 石炭等 が豊富に存在
た労働力吸収力の高さを アジア稲作共同体メカニズム し 銅細工や鉄細工などの伝統的手工業が発展している
と捉え 人口稠密なアジア農村で一定の役割を果たしてい 一方 経済開発が 世紀以降に着手された南部及びメコ
たとする 要は アジア稲作共同体 は 過剰なまでに労 ンデルタは開発後発地帯であるが 農産物 海産物等の生
働力を抱え込む一方 農村で市場メカニズムが浸透し始め 物資源が豊富であり それらの農産加工品が多い 辻は
ることによって抱え込みきれずに農村部の失業者が顕在化 稲作農業と銅細工 竹細工 陶器細工 薬草加工業などの
して都市部へと流出し 都市で新たな問題を発生させるこ 伝統的農村手工業に依存する複合型農村経済構造を提示し
ととなる としている ているが われわれは更にライスペ パ やビ フン 漬
ベトナムでは 農業の工業化と農村の近代化政策 物などの食品加工を中心とする農産加工も 経営を多角化
しつつ労働力を吸収する部門として伝統的農村手工業と合
のもとで 農業の機械化や市場メカニズムが 本 わせて捉える 伝統的な加工技術を掘り起こし 農家の経
研究の調査地 カント 省 区 社 にお 営多角化を図ることは 稲作農家や土地無し層に対する地
いても急速に浸透 展開している 現在の稲作は収穫作業 域内雇用の創出と農家所得向上に有効な手段である 本論
杉原たまえ 廣瀬典史 鈴木 俊
要約
キ ワ ド
問題の視座
メコンデルタにおける伝統的農村手工業
および農産加工の展開
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メコンデルタにおける伝統的農村手工業および農産加工の展開
伝統的農村手工業 農産加工の季節性
では 調査地における伝統的農村手工業 農産加工の特質 酒 煎餅 豚ハム 野菜塩漬け ビ フン マッシュル
および近年展開しつつある伝統的農村手工業の組織化の長 ム缶詰 伝統工芸品は 品目 海老取りカゴ 線香 ゴ
所と問題点について検討する ザ 屋根材 縫製 笠 カマド ザル レンガ 金属加
工 を数え 全戸が販売を目的に生産をしている
加工食品および伝統工芸品の原材料は 自給 戸 自
給 購入 戸 購入 戸であり この地域では原材料を個
別経営外から調達することが多い 表 原材料の調達先
年から 年にかけて実施した農村調査地 について 自家農業あるいは地域 内にある
とは新合作社 以下 場合を 資源内給型 調達先が地域外である場合を 資源
とする は 世界有数の米作地帯であるメコンデルタのカ 外給型 とすると ビ フンやライスペ パ 酒などの
ント 省 区に位置する の総世帯数は 食品加工の原材料は 個別経営内もしくは地域内で発生す
戸 うち農家世帯数が 戸 を占めている る砕米や余剰生産物を利用し仲買を介さずに調達している
総人口は 人 労働人口が 人である 総面積の 資源内給型が多く 竹やヤシの葉などを大量に用いる伝統
が農地で そのうちの が水田である 工芸品は 資源外給型が多い 例えば海老取りカゴ製造農
経営規模は 層の農家が を占め 以 家は 原材料を省外 省および 省
上の農家は にすぎない には 鉄鋼 製 から仲買人を介して入手している
造業 件 水産加工業 件 精米業 件 レンガ製造や大
工等の会社や生産グル プが 件存在し 件当たりの従
業員は 名と小規模経営である そのほか運送業 伝統的農村手工業および農産加工は 生産が周年化して
件 や商業 件 等の零細経営や 日雇労働者 稲作や いるものもあるが その多くが需要に規定される季節性を
果樹の収穫労働および建設業 人が存在する 年 有していることが判明した その要点は次の 点である
月 役場からの聞き取り の約 第 点目が 伝統的農村手工業および農産加工品に対す
万人の労働人口を吸収するには産業の展開が不十分で こ る需要が 洪水 を照準にした季節性がある点である こ
れまで過剰労働力は潜在的失業者として稲単作農家に滞留 の地域の基幹的作物である稲作は 期作が一般的である
せざるを得なかった しかし 稲単作農家は 伝統的農村 期目 冬春米 は洪水の終わる 月に田植えをし 期
手工業や農産加工を導入し多角経営化することで農村過剰 目 春夏米 は 月に田植え 月に収穫 期目 夏
人口を吸収しはじめている たとえば 農家 戸が竹細 秋米 は 月に収穫がほぼ終了する 稲作の農閑期 つま
工生産組合を結成することによって 人の労働者が り雨季後半の 月はメコン河が氾濫し 魚や小海老な
伝統的農村手工業および農産加工に吸収されている どの水産物が豊富に獲れるため この時期に海老取りカゴ
や魚捕獲用竹ザルの需要が高まる 図 製造農家は 洪
水時期直前から 日平均 時間以上の時間をカゴ製造に
の調査農家 戸で行われている伝統的農村 当てている 製造が間に合わない場合は近所の農家に部品
手工業および農産加工は 原材料や用途の違いから 加工 加工 製造を下請け発注している
食品 と 伝統工芸品 に大別できる 調査農家が携わる また この時期は魚の供給量が需要を上回るために魚の
加工食品は 品目 魚塩付け ライスペ パ 豆腐 価格が暴落する時期でもある よって 自家採取や市場か
図
調査地の概況
伝統的農村手工業および農産加工の季節性
伝統的農村手工業および農産加工の特徴
における伝統的農村手工業
および農産加工の特質
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杉原 廣瀬 鈴木
伝統的農村手工業 農産加工の原材料および販売先
ら安価で大量購入した魚を塩漬け加工し 魚の供給量が減 倍の 枚を生産している
少する乾季 月頃 を中心に販売している農家が多 以上のような 洪水時期や年間行事の需要に規定された
い また 雨季の前 月頃 には家屋の修繕をする家 加工生産が多いが いずれも稲作の農閑期の過剰労働力の
庭が多く 屋根材料の需要が高まる このように 伝統的 吸収部門として有効である 次節で これらの伝統的農村
工芸品に対する需要は 洪水の時期に高まる 手工業および農産加工の意義について検討する
第 点目は 年間行事に関連した伝統的農村手工業およ
び農産加工に対する需要の存在である テト 旧正月 と の稲作農家 図 の は耕作面積にばらつ
仏教の年間祭祀行事には 加工食品 豆腐や豚ハムやライ きがあるものの システム 野菜 果樹 養魚
スペ パ など が用いられる テト 旧正月 前 ケ月 畜産の資源循環的生産 農家に比べて農業所得は低く
間はとくに繁忙期となる また この地域では仏教信者が 低所得層に位置している 図 また 稲作農家は限られた
多く 年間 日間の と言う仏教行事がある 農地面積で多くの世帯人数を抱え込んでいる 図
この日は 普段摂取している動物性の蛋白質をとらずに そのような多くの世帯員を抱え込んでいる稲作農家で
豆腐や湯葉などの代替品を摂る これらは 海老や肉など は 農産加工に作業時間を多投している 図
に外見を模造した食品であり 湯葉製造農家では通常の生 表 は で稲作と統的農村手工業に従事す
産量が 日当たり 枚のところを これらの行事前には る農家の年間労働時間をあらわしている 伝統的農村手工
表
労働時間と過剰労働の吸収
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メコンデルタにおける伝統的農村手工業および農産加工の展開
経営形態別の農地面積と農業所得
経営形態別の農地面積と世帯人数 経営形態別投下労働時間
伝統的農村手工業 農産加工従事者の年間稲作労働時間
業および農産加工は 稲作よりも平均 倍の労働力を吸 に労働配分している点である
収しており 辻が指摘するように農村内に滞留している余 輸出用のマッシュル ム缶詰工場や屋根材生産などのご
剰労働力や潜在的失業者を吸収する受け皿として伝統的農 く一部の会社では雇用労働が確認されたが
村手工業や農産加工は有効である 加えて我 は 個別農 における一般的な伝統的手工業は 家族労働で対応する零
家では 稲作労働時間の を作業委託や雇用が占めて 細な手工業段階のものである また 家族全員で製造する
いることに注目する つまり 個別経営内では稲作労働を 品目 線香やカマドやビ フンや豆腐 もあるが 女性が
作業委託や雇用という形でむしろ省力化し その分節約さ 担い手として欠かせない 食品加工に関わる総労働時間の
れた自家労働を収益性の高い伝統的農村手工業や農産加工 を 伝統工芸品生産 縫製やゴザ 笠など のための
総労働時間の を 女性労働が占めている 伝統工芸品
や食品加工生産は 農村内の就労機会に恵まれない女性に
労働機会を提供するばかりでなく農家所得の向上にもつな
図
図 図
表
 


   
  
    
 
   
 







35
Thoi Long
.
+1
.. -
1,
/1
,
- .
,
杉原 廣瀬 鈴木
伝統的農村手工業 農産加工と資源内給型循環
伝統的農村手工業 農産加工と資源外給型循環
がり 今後 展開次第では女性をエンパワ メントする役
割が期待できよう
食品加工では 粗収益に占める原材料の物財費割合は平
均 魚 野菜塩漬け ライスペ パ
ビ フン 豚ハム 豆腐 米煎餅
豆腐 であった 表
一方 伝統的工芸品を製造する家族経営の場合は 粗収
益に占める原材料費は平均 ゴザ用のヤシ 海
老取りカゴ用の竹 各 笠用のヤシ
線香の香木 に留めている 縫製の場合は
依頼者が布などの原材料を基本的に持ち込み カマド作り
も地域内の泥を採取しており 原材料費は にとどまっ
ている
しかし 伝統工芸品は作業工程が複雑で製造時間や労働
力が多く必要とされる ゴザ製造などは 人当たり年間
時間近い労働時間となっている 日 時間以上の
労働時間となる こうした家族労働報酬を計上した場合
伝統的農村手工業および農産加工の収益性の評価は著しく
低いものとなる しかし 農村内には所得獲得に繋がる雇
用機会もなく 家族労働報酬が無報酬であることを前提に
過剰労働力が伝統的農村手工業および農産加工に吸収され
ている
ここで 稲作農家以外の システム 野菜
養魚 畜産 稲作の資源循環的生産 農家における
伝統的農産加工による資源循環の事例を検討する
資源内給型の多い食品加工製造では 個別経営内の資源
循環が確認できる 図 の事例農家は 年から
システムと酒製造に着手している 養豚 頭の繁
殖母豚で年 回の出産 年間約 頭を出荷 が基幹部門で
ある 酒製造に着手したことにより 酒製造 米利用 養
豚 酒粕利用 養魚 豚の糞尿利用 といった一連の資源
循環システムが確立した そのほか 定植後 年目でまだ
所得を得られないマンゴ の栽培 豚の糞尿を利用したナ
マズの飼養を行っている また 処理しきれない豚糞処理 意味合いで飼養されることが多い この事例農家では 規
対策として バイオガス化も導入している 模が大きくはないが食品加工からでる残渣を利用すること
米の市場価格は 良品質米が ドン 砕米が で コストを低減している
ドン であり 酒製造には砕米を利用している とくに食品加工は個別経営内もしくは地域内で資源調達
養豚の飼料は 副産物の酒粕が を占め 砕米 をすることが多く 一部門からの廃棄物を循環させること
総合飼料 となっており 生産コストを に抑える によって廃棄物が資源として循環し 生産コストの低減を
ことが可能となった 部門別の所得割合については 酒製 もたらしている
造 養豚 養魚 燻炭 である 米 図 の事例農家は 豆腐製造をしつつ リュウガンとパ
の収穫量が一定としたときに 米だけを販売した場合の農 パイヤを栽培し 繁殖用の豚 頭を含めた合計 頭を飼
業所得は 万ドンであったが この米を利用した 酒製 育している 豚の糞尿は果樹園の肥料として利用してい
造 酒粕を養豚の飼料 養豚の糞尿を養魚の飼料 の一連 る 豆腐作り 養豚 オカラの利用 果樹園 豚の糞尿利
の物質循環をもとに多角経営化することによって 農業所 用 という循環である この事例農家の場合 大豆は全量
得が 倍となった 購入しているため 売り上げの を原材料が占めてい
一般に飼料代がかさむ養豚は 規模の経済が働かない限 る 所得の構成は 豆腐製造 養豚 果樹
り なかなか収益が上がりにくく ベトナムでは貯蓄的な となっている
図
図
伝統的農村手工業および農産加工の収益性
資源内給型と資源外給型加工にみる資源循環システム
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メコンデルタにおける伝統的農村手工業および農産加工の展開
海老取カゴ製造組合の立地
調査地においては 伝統的農村手工業および農産加工を
個別経営内に導入する際 次のような問題 課題を抱えて
いる
第 が 資本金である 金額の多寡は加工内容によって
異なるものの 通年での安定した資本金の準備が必要であ
る しかし 調査地における一般の稲単作農家にとっては
資金の調達は容易ではない
第 が 生産技術の普及である 調査地では 伝統的農
村手工業および農産加工は 両親から技術を吸収 継承す
るか 独学 により学ぶしかない 個別農家内で小規模に
代 受け継がれているため 地域で特産化する際に必要な 家が集まっている地域内に加工組合を設立していく こと
加工技術の平準化が達成しにくい をあげている 区役場の指導によって 主任
第 が 原材料の調達に関する問題である 原材料の種 名 副主任 名 会計責任者 監査 各 名 のもと
類によっては 仲買人 による取引ル トが決まっている に 海老取りカゴ製造組合の 戸の組合員は グル プ
ため 個人での入手が困難な場合もあり 生産中断の恐れ に集団化して の集落のほぼ中心に川を取り囲
がある むように居住している 図 この川 川幅は約 は
第 が 商品の販路である 伝統工芸品は農家が直接販 水田灌漑用として旧合作社によって堀られ 年に完成
売するか 仲買人を通じて販売していることが多い 加工 したものである この川が組合員農家の庭先に位置してお
食品の場合は仲買を通すことは少なく 食品加工の 戸 り カゴの原材料や商品の集配 運送の際に利便性が高い
の農家は 地元の市場に直接出荷する 戸 か 消費に直 年の設立時から組合員数には変化はない 戸 組
売している 戸 いずれも小船 バイク等の運送手段を 合員制で 会費や組合員資格の規定はない 戸の組合
もたない農家が多く 各 近所か自宅近くの市場で販売し 員のうち 世帯 が水田を所有していない土地無し
ている よって ライスペ パ や豚ハムやビ フンや豆 層である 一方 水田を所有する 世帯のうち 水田面
腐などの食品加工の販売範囲は狭く 内に留 積 以上の農家は 世帯にすぎない
まっていることが多い 輸送手段のある一部の農家は この地域の竹細工製造農家の 世帯の平均所有農地面
以外に 区内でも販売している 積は約 であり 零細農家が主体である 世帯のうち
一方 レンガ 線香 海老取りカゴやカマドなどの伝統 稲作の最大規模農家でも にとどまる 一方 組合に所
工芸品の販売地域の範囲は 区内だけではなく メ 属し海老取りカゴを製造する農家の年間販売額は最大で
コンデルタ 省に広がりをみせている 表 販売方法 万ドンで この辺りの平均農業所得の 倍に相当す
は 市場出荷 戸 消費者への直売 戸 仲買人への る よって 土地無し層や農地面積の極めて小さい組合員
販売 戸 であった 仲買人への販売は 買い叩きや販売 にとっては 所得向上の機会を創出していることがわかる
料金未払いなどのトラブルが目立っている 今後の販路と
して ホ チミン市のような大都会や海外への輸出への拡
大も模索されるであろう 海老取りカゴ製造組合の組織は 主任を頭に 各役職が
以上のような問題点への対応策として 次章では組合化 配置され そのもとに 戸の組合員を つのグル プに
による伝統的農村手工業および農産加工の展開状況と今後 分けてグル プ長が統括している 主任は 組合の総合管
の組織化の可能性を考察する 理と指導 各機関との交流 原材料の購入や製品販売に関
する契約を行う 副主任 は 週間に 回全 グル プ
を巡回し 組合員の生産状況を把握し技術指導を行う 副
主任 は 各書類の記録整理など事務手続きや町 区役所
政府は 農業の工業化と農村の近代化 政策を施行する との連絡 女性組合員には出産制限などの家政関係の指導
中で 区は 年に農産加工 伝統的手工業の組 も行う 会計責任者は 生産計画 原材料費の管理を行い
合化を推進し がそのモデル地域に指定され 毎月 度 区役場への報告を担当する 監査は 会
た メコンデルタでは の海老取りカゴ製造組 計からの報告を受け資金の運用を管理する 毎月 回農家
合と 区 の線香製造組合の つの加工組 から借入金を回収し銀行への返済を行う 組合員が銀行か
合が この政策によって導入 設立されているだけであ ら資金を借りる際にも必ず組合を通す必要があり 返済も
る 以下 前者の海老取りカゴ製造組合について検討する 監査が責任をもって行うこととなる 各グル プ長は 各
区の役場は 組合の基本理念として 基本的に 自 管理グ ルプの組合員の生産状況を把握し 組合員の
村内に存在している加工品または同じ加工品を生産する農 負債状況の確認や組合員への情報提供等を行う
図
組合の構成と運営方法
組織化の経緯
伝統的農村手工業 農産加工の
展開上の問題点
海老取りカゴ製造組合の現状
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杉原 廣瀬 鈴木
海老取カゴ製造組織組合員の銀行融資手順
毎月 日に組合運営者 人たちが会議を行い 各グ 能となり 雨季に入ってから組み立てを行なえるように
ル プの生産状況や 運営方針などを検討している 組合 なった つまり 生産の周年化による生産量の増大が可能
員全員が集まる機会は ケ月に 回あり 組合規則の遵 となったのである
守 徹底 生産情報の提供 組合員の意見収集などが行わ 組合設立以前は 加工農家は金貸し業者から融資を受け
れる 原材料調達は基本的には個人調達であるが 調達が る場合が通常で 平均して の利息を負っていた
困難な組合員に対しては組合を通じて提供を行う また よって農業生産をしても生産物が現金と交換されるやいな
商品の受注は原則的に組合員が個別に直接受注している や 利息や借金の返済に回収され 資本蓄積に結びつきに
が 組合に対する大量受注があった場合のみ 組合から組 くかった しかし 組合を通じた農業銀行からの利息は
合員へ製造が割り当てられる と低く さらに組合員であれば土地を担保にする必要
がないことから融資が受けやすくなった 融資額は所得に
応じて最低 万ドンから最高 万ドンまで 組合を通
組合を設立した利点として 第 に 銀行からの融資が じて融資を受けることができる 本来は融資を受けること
比較的容易に受けられるようになったことである 図 のできない土地無し層なども組合を通して農業銀行から資
で同様に政策的に奨励されている シス 金の調達が可能となり 土地無し層が貧困層から脱出する
テムの導入には 個別農家が農業銀行から融資を受けるた 契機ともなりえよう
めに煩雑な 段階の手順を踏まなければならない 一方 組合の波及効果は組合員に限定されない 大口の注文が
同組合の場合 諸手続きが大幅に簡略化されており借入資 入ると グル プに生産が割り当てられるが 海老取りカ
格審査免除や低金利という融資条件も付与されている ゴ製造の仕事は 雇用や部品買い上げという形で組合員以
また 海老取りカゴの需要は 雨季 特に 月の間 外にも就業の機会を提供し 所得増大を可能にしている
にメコン河の氾濫で海老と魚の収穫量が増加する時期 に 部品製造の場合 雇用による賃金払いと 製品の出来高払
一気に高まる そのため農家の個別対応では供給が追いつ いの 種類がある 前者の場合 製品 個当たり ド
かない状態になる 逆に海老の取りにくい乾期には需要は ンで雇用され 部品下請け製造の場合 竹細工 本当た
ほとんどない そのため生産物を直ちに現金化しにくい乾 り ドンで下請けに出した組合員に買い上げられる
期には生産を中断せざるを得ない場合が多かった このよ 人 日あたり 万本の部品を作ることが可能であり よっ
うな需要の季節性は現在でも変わらないが 組合が設立さ て 人 日あたり 万ドンの所得を得ることが可能であ
れてからは 組合員が組合を通じて農業銀行から資金の融 る メコンデルタの ケ月あたり平均所得は ドン
資を受けやすくなったため 乾季での部品の作り置きが可 日あたり約 ドン であり 組合員以外の地域住民
の所得増大ももたらしている
課題としては 組合化の利点が資金面の改善に偏重して
いる点である 少量での製品受注や販売 原材料の調達
などは個別に対応しており 生産や販売上のスケ ルメ
リットや外部与件の適応などを求めての集団 組織化を
現段階では必ずしも志向していない とくに個別農家の仲
買人とのつながりは密接で 組合を設立したにもかかわら
ず旧来からの経済的 近代的関係だけでは処理しきれない
諸関係が残存している
世界的に米価が低迷する中で 伝統的農村手工業および
農産加工は農村の過剰労働力吸収に大きな役割を果たして
いる その役割とは 一つに現金所得獲得の機会創出であ
る しかし それは 自家労賃が無報酬 を前提としたも
ので収益性という面からは課題がある
一方 伝統的農村手工業および農産加工の存在は 単に
経済合理性のみならず 過剰労働力を吸収する社会的安定
装置としても機能している つまり 伝統的農村手工業お
よび農産加工に従事する労働時間を創出するべく 稲作労
働を作業委託や雇用という形で外部化することによって
土地無し層にも就業機会を創出する役割も有しているので
ある
今後 このような伝統的農村手工業および農産加工の展
開を地域開発の一手段として展開させていくためには 農図
組合運営の利点と課題
まとめにかえて
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メコンデルタにおける伝統的農村手工業および農産加工の展開
組合員の互選によって選出される主任やグル プ長は 返
済能力がないと判断する農家には 融資を受けさせない
ただし 海老取りカゴ製造の仕事を優先的に割り振るなど
の支援は行う ただし これらは組織内で契約や内規とい
う形で明文化されているわけでも また役場や国の管理下
にあるわけでもない
でカマド製造をする 戸中 戸が専業的に従
事しており この 戸を対象に 区役所からカマド
製造組合化がすすめられている しかし組合設立の見通し
はついていない その原因は 川の周辺にある粘土を無料
で自ら調達ができるために 原材料調達の資本金を必要と
しないことが最大の要因となっている 生産技術も高度な
ものでなく既に習得しており また 組合の設立が生産者
の増大をもたらし供給過剰になるとの懸念があるために
組織化の見込みはない かれらは 年から泥製カマド
を製造している ベトナム戦争時に に疎開して
きた農民がすでに 年からコンクリ トでカマドを製
造していたが その後 コンクリ トは高価なため原料代
のかからない泥製のカマドに転換した カマドの種類は
籾殻用 大型 台 万 千ドン と木材燃料用 小型 台
万ドン がある 製造から販売までの工程はおおよそ次の
とおりである 週間に 回船を出して社内の川沿いの
集落に泥を貰いに行く エンジン付の船は 地域の金貸し
業者から 万ドンを月利息 で借りて購入した 年
間で完済 この船 台でカマド約 個分の泥が運搬でき
る 持ち帰った泥と籾殻を捏ねる 籾殻は自家調達のほ
か 村内の精米工場から パック ドンで購入する
パックでカマド つ分の製造量に相当し 年間 パック辻
を購入している カマド型に整形する 大型の籾燃料用辻
カマドには排気口として鉄製フィルタ つで ド
ン をつける カマドを乾燥させる 家の前に並べて 日農家の女性 とくに経営主の妻 は 除草などの管理作業や
間天日干しにする 船に乗せて息子が売り歩く 調査農田植えなど農業経営の補助的な作業に従事し 経営決定権
家では 乾季 月 には ケ月あたり 台 雨季は経営主 世帯主 が掌握している 早朝からの農作業が終
月 には ケ月あたり 台のカマドを製造し 年間のわれば 自転車や徒歩で運べる農産物を担いで近くの市場
売り上げが 万ドンである この農家の年間 期作で販売し 深夜までカゴや竹細工の製造に従事している
の稲作の粗収益は 万ドンであり 原料代のほとんどかその合間に家事 育児などをこなしていく たとえ体に変
からないカマド作りの収益性は高い調をきたしても 病院に行く時間を取れない また 病院に
桜井行く交通手段であるバイクを貧困ゆえに所有できず これ
を恥じて命を落とす事例もあった 農家女性のエンパワ
メントには 生産条件を整えるだけでなく 生活状況や男
性との関係性 ジェンダ など考慮しなければならず 今 桜井由躬雄 社会 ベトナムの事典 同朋社
後の課題としたい 長 憲治 市場経済下ベトナムの農業と農村 筑波書房
多額の資金でない限り 農家は の高い利子と煩雑 辻 雅男 ベトナムの伝統的農村手工業の展開と農業 農村近
な手続きの必要な銀行から融資を受けることは少ない 農 代化の関連性に関する総合的研究 研究成果報告書
家は 仲買人から農産物販売の際前借をし 返済は仲買人 辻 雅男 アジアの農業近代化を考える 九州大学出版会
への農産物の販売をもって当てられるために 価格決定の
主導権は仲買人が掌握し買い叩かれることも多い 仲買人 松井重雄編 変貌するメコンデルタ 国際農林水産業研究セン
が市場情報など農家にとって有用な情報をもたらしたりす タ 編集 農林統計協会
ることもあり 仲買人と農家との関係は経済的従属関係と
して一様に性格付けられないが 本研究を深化させていく
上で今後の課題としたい
家個 の対応にとどまらない組織化が模索されるべきであ
ろう 日本の場合 集落を基盤とした地縁組織や血縁組織
が強固に働き 農村内の関係や結束をタイトなものとし
その上に生産組織が展開している しかし 南部ベトナム
のアプ 邑 とよばれる地縁集団のばあい それらの関
係 結束は緩やかなものでしかない 日本農村のようにイ
エのもとで土地所有や利用 労働が規定されているあり方
とは異なり 労働力および居住の移動性が高い 北部と同
じく家族結合と同属結合はきわめて強いながらも 桜井由
躬雄はベトナムの南部農村を次のように特徴付けている
アプのなかの各個人の活動の裁量度は高く ほぼ自由に
都市の市場と接触できるなど 村外のネットワ クに個人
として参加できる 土地の自由売買の伝統が強く した
がってアプの成員も頻繁に変更される アプの指導者層
も 地主や村落内商人層など中堅裕福なクラスが構成し
社会生活の中にも階層分化が顕著である 合作社のよう
な国家の統制組織の解体後 社会集団としての弱さと市場
経済化の進展による階層分化が激しいベトナム農村で 機
能的集団を自生的にどう組織していくことは大きな課題で
ある
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The Traditional Rural Handicraft Industry, Processing agricultural products, Organization
of the processing of agricultural products framers, Absorbing the rural overpopulation
We performed this analysis using an agricultural survey of the Kanto Province in
Vietnam. Our assessment is as follows ;
. The traditional rural handicraft industries and processing of agricultural products have the
capability to absorb the rural overpopulation, seventeen times more e ectively than rice farming
would.
. The traditional rural handicraft industries and processing agricultural products can be
classiﬁed for food processing ; for example rice paper and traditional craft goods such as the shrimp
catching basket. Farmers make the food processing craft goods in the traditional manner by using
local materials. However, they still obtain resources from outside the village.
. There is much demand for traditional rural handicraft industries and processing agricultural
products depending on the season, ﬂooding, and the Buddhist calendar.
. Local government is proceeding to organize the processing of agricultural products and give
farmers an advantage. The current problem lies in sales and the spread of manufacturing knowledge.
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